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ロ
シ
ア
人
の
北
東
、
す
な
わ
ち
太
平
洋
沿
岸
へ
至
る
移
動
は
、
一
部
資
料
に
よ
る

と
、
既
に
一
〇
─
一
一
世
紀
に
は
始
ま
る
。
遅
く
と
も
パ
モ
ー
ル
人
（
白
海
沿
岸
の

住
民
）
は
一
四
世
紀
「
カ
ー
メ
ニ
【「
岩
」
の
意

（
Ⅰ
）】」（

当
時
、
ウ
ラ
ル
山
脈
は
そ
の

よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
）
を
越
え
、
オ
ビ
川
河
口
か
ら
バ
ル
ト
海
へ
の
道
を
確
保
し
た
。

一
五
八
一
─
一
五
八
四
年
エ
ル
マ
ー
ク
・
チ
モ
フ
ェ
ヴ
ィ
チ
指
揮
下
の
軍
団
は
西

シ
ベ
リ
ア
を
征
服
し
モ
ス
ク
ワ
政
権
下
に
隷
属
さ
せ
た
。
一
六
三
九
年
、
イ
ヴ
ァ

ン
・
モ
ス
ク
ヴ
ィ
チ
ン
傘
下
の
軍
隊
は
、
当
時
は
大
ラ
ム
ス
キ
ー
海
と
言
わ
れ
て
い

た
現
在
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
ま
で
進
出
す
る
。
オ
ホ
ー
タ
川
河
口
か
ら
西
南
に
四
五
キ

ロ
の
地
点
に
越
冬
用
の
要
塞
を
建
設
し
た
。
こ
う
し
て
、
最
初
の
ロ
シ
ア
人
太
平
洋

艦
隊
要
員
が
越
冬
し
、
少
し
遅
れ
て
、
造
船
所
が
建
設
さ
れ
、
そ
こ
で
コ
チ
と
い
う
、

長
さ
一
七
メ
ー
ト
ル
の
船
が
二
艘
建
造
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
船
で
、
一
六
四
〇
年
モ

ス
ク
ヴ
ィ
チ
ン
は
配
下
の
者
と
共
に
、
今
日
の
マ
ガ
ダ
ン
地
域
ま
で
沿
岸
を
調
査

し
、
シ
ャ
ン
タ
ル
諸
島
ま
で
到
達
し
た
。

こ
れ
は
太
平
洋
の
北
西
海
岸
に
到
着
し
た
世
界
史
の
中
で
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

で
あ
る
。
当
時
ロ
シ
ア
人
は
シ
ベ
リ
ア
の
複
数
の
河
川
を
使
い
【
北
】
氷
洋
へ
達
し

て
い
た
。
か
く
し
て
、
ロ
シ
ア
人
の
太
平
洋
航
海
の
始
ま
り
は
一
六
三
九
年
に
遡
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
六
四
四
年
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
岸
に
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
ポ
ヤ
ル
コ
フ
が
達
す
る
。
ア

ム
ー
ル
川
を
河
口
ま
で
下
り
、
そ
こ
で
越
冬
し
、
船
を
建
造
、
一
六
四
五
年
夏
、
我
々

の
祖
先
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
航
海
に
出
発
し
た
。
一
六
四
八
年
、
ア
レ
ク
セ
イ
・

二
〇
一
三
年
五
月
七
日
、
日
本
学
士
院
と
の
共
催
に
よ
る
「
日
露
関
係
史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
」
を
開
催
し
た
。
今
回
の
研
究
集
会
は
通
算
一
三
回
目
と
な
り
、
ロ
シ
ア
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
市
か
ら
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ソ
コ
ロ
フ
館
長
、
同
海
軍
文
書
館
セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
館
長
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
ワ
ジ
ム
・

ク
リ
モ
フ
上
級
研
究
員
ら
を
招
聘
し
て
御
報
告
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
う
ち
歴
史
文
書
館
ソ
コ
ロ
フ
館
長
は
直
前
に
体
調
を
崩
し
て
来
日
を
中
止
し
た
た
め
、
当
日
の
報
告
は
研
究
代
表
者
：
保
谷
徹
教

授
が
代
読
し
た
。
以
下
に
当
日
の
三
報
告
を
掲
載
す
る
。
三
報
告
は
い
ず
れ
も
現
地
文
書
館
の
具
体
的
史
料
を
用
い
紹
介
し
た
貴
重
な
報
告
で
、
五
〇
名
を
超
え
る
参
加
者
の
活
気
あ
ふ
れ
る
討
論
が
行

わ
れ
た
。

こ
の
研
究
集
会
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ
研
究
員
か
ら
多
大
な
る
ご
尽
力
を
た
ま
わ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
謝
辞
に
か
え
た
い
。

�

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
／
保
谷　

徹
）

ロ
シ
ア
に
よ
る
沿
海
州
獲
得
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
港
の
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ロ
シ
ア
海
軍
文
書
館
文
書
よ
り
）

セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー

日
露
関
係
史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
（
二
〇
一
三
年
）
報
告
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フ
ィ
リ
ポ
フ
が
さ
ら
に
東
進
す
る
。
オ
ホ
ー
タ
川
か
ら
海
沿
い
に
現
在
の
マ
ガ
ダ
ン

の
緯
度
ま
で
達
し
た
。

東
方
地
域
獲
得
の
こ
の
段
階
は
、
一
六
四
八
年
、
チ
ュ
コ
ト
半
島
を
廻
航
し
ベ
ー

リ
ン
グ
海
峡
を
抜
け
て
太
平
洋
に
出
た
セ
ミ
ョ
ー
ン
・
デ
ジ
ノ
フ
と
フ
ェ
ド
ト
・
ポ

ポ
フ
の
航
海
を
以
て
終
わ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
偉
業
は
長
年
忘
れ
去
ら
れ
て

い
た
。
た
だ
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
数
十
年
後
に
再
び
、
後
に
ベ
ー
リ
ン
グ
の
名
前
を

冠
さ
れ
た
ア
ジ
ア
と
ア
メ
リ
カ
間
の
海
峡
は
発
見
さ
れ
た
【
海
峡
確
認
は
一
七
二
八

年
】。ロ

シ
ア
人
の
東
方
へ
の
進
出
は
さ
ら
に
進
み
、
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
、
す
な
わ
ち
、

ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
、
ア
ラ
ス
カ
湾
の
島
々
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
半
島
に
至
る
ま

で
の
北
米
沿
岸
に
お
け
る
ロ
シ
ア
人
の
入
植
地
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
後
に
状
況

は
複
雑
化
し
、
ロ
シ
ア
帝
国
は
ア
メ
リ
カ
の
領
有
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る

が
、
太
平
洋
北
西
沿
岸
に
お
い
て
は
露
領
ア
メ
リ
カ
は
堅
牢
な
確
固
と
し
た
も
の
に

な
っ
た
。

コ
サ
ッ
ク
や
ロ
シ
ア
農
民
の
プ
リ
ア
ム
ー
リ
エ
【
ア
ム
ー
ル
川
中
流
下
流
域
。
現

在
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
か
ら
ア
ム
ー
ル
州
に
ま
た
が
る
広
大
な
地
域
】
へ
の
殖
民

は
一
六
世
紀
に
始
ま
る
。
ア
ム
ー
ル
川
に
沿
っ
て
集
落
が
作
ら
れ
、
シ
ル
カ
川
沿
い

の
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
と
ア
ム
ー
ル
川
左
岸
の
ア
ル
バ
ジ
ン
は
、
そ
の
う
ち
最
大
の
も
の

と
な
っ
た
。
清
国
政
府
は
ロ
シ
ア
人
の
同
地
へ
の
入
植
に
好
意
的
で
は
な
か
っ
た
。

も
っ
と
も
こ
の
時
期
ま
で
こ
の
土
地
は
清
国
人
に
属
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
清
国
と

の
関
係
を
正
常
化
し
よ
う
と
す
る
モ
ス
ク
ワ
の
試
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
側
は

ロ
シ
ア
側
人
員
の
受
け
入
れ
を
拒
否
し
、
プ
リ
ア
ム
ー
リ
エ
か
ら
ロ
シ
ア
人
を
退
去

さ
せ
る
こ
と
に
力
を
注
い
だ
。

ア
ル
バ
ジ
ィ
ン
軍
管
区
の
近
隣
諸
地
域
と
の
関
係
は
、
一
七
世
紀
後
半
に
成
立
し

た
後
、
さ
ら
に
大
き
く
緊
迫
度
を
強
め
た
。
軍
事
的
衝
突
が
始
ま
り
、
そ
の
上
、
満

州
人
側
人
数
の
方
が
優
性
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
プ
リ
ア
ム
ー
リ
エ
の
形
勢
は
、
ロ
シ

ア
人
に
有
利
に
は
働
か
な
く
な
っ
た
。
紛
争
状
態
解
消
の
た
め
に
、
清
・
露
両
国
の

代
表
が
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
で
会
談
し
た
。
所
謂
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
の
締
結
が
交
渉
の

終
結
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
り
ア
ム
ー
ル
流
域
は
清
国
に
帰
属
し
、
ア
ル
バ
ジ
ィ
ン
の

入
植
は
崩
壊
へ
と
向
か
っ
た
。
モ
ス
ク
ワ
ま
で
非
常
に
距
離
が
あ
っ
た
た
め
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
条
約
は
、
ロ
シ
ア
人
商
人
に
、
長
年
に
わ
た
り
清
国
と

の
間
で
有
利
で
利
潤
の
多
い
交
易
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

実
は
こ
の
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
は
そ
れ
自
体
極
め
て
不
備
の
多
い
も
の
で
あ
っ

た
。
多
く
の
不
明
確
さ
と
不
確
定
さ
を
持
ち
、
そ
の
た
め
、
そ
の
こ
と
が
後
に
ロ
シ

ア
側
に
武
力
を
背
景
に
無
理
や
り
押
し
付
け
ら
れ
た
条
約
約
定
の
改
正
と
プ
リ
ア

ム
ー
リ
エ
で
の
明
瞭
で
合
法
的
な
国
境
画
定
に
関
す
る
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
を
可

能
に
さ
せ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
八
四
〇
年
代
ま
で
、
極
東
地
域
の
政
治
問
題
に
対
し
、
ロ
シ

ア
政
府
は
当
然
払
う
べ
き
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
。
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ロ
シ
ア
は

一
七
世
紀
に
は
既
に
、
ロ
シ
ア
人
探
検
家
た
ち
に
よ
り
獲
得
さ
れ
た
プ
リ
ア
ム
ー
リ

エ
地
方
の
喪
失
を
容
認
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
国
家
の
発
展
要
求
に
伴
い
起

き
た
ロ
シ
ア
の
極
東
国
境
問
題
が
解
決
す
る
た
め
に
は
、
ロ
シ
ア
の
国
内
的
に
、
ま

た
国
際
環
境
の
中
で
も
、
い
く
つ
も
の
大
き
な
変
化
が
必
要
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
の
が
、
と
り
わ
け
、
一
八
四
〇
─

四
一
年
の
第
一
次
ア
ヘ
ン
戦
争
後
に
強
ま
っ
た
中
国
に
お
け
る
西
欧
列
強
の
分
割
競

争
で
あ
る
。
事
態
に
危
機
意
識
を
募
ら
せ
た
ロ
シ
ア
政
府
は
中
国
と
国
境
を
接
す
る

地
域
や
国
内
極
東
辺
境
を
い
っ
そ
う
丹
念
に
調
査
す
る
こ
と
に
踏
み
切
る
。
こ
の
地

域
へ
の
欧
米
人
の
出
現
は
、
ロ
シ
ア
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
脅
威
で

あ
っ
た
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
鍵
と
な
っ
た
の
は
、
Ｇ
・
Ⅰ
・
ネ
ヴ
ェ
リ
ス
コ
イ
の
一
八

四
九
年
の
ア
ム
ー
ル
川
河
口
と
タ
タ
ー
ル
海
峡
の
発
見
、
同
様
に
彼
が
指
揮
し
た
極

め
て
成
果
の
大
き
い
事
業
、
す
な
わ
ち
ア
ム
ー
ル
探
検
で
あ
る
。
そ
の
探
検
で
は
短
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期
間
に
、
サ
ハ
リ
ン
と
プ
リ
ア
ム
ー
リ
エ
の
広
大
な
地
域
の
調
査
と
記
録
、
地
図
の

作
成
が
な
さ
れ
た
。

一
八
四
九
年
一
月
二
九
日
ア
ム
ー
ル
問
題
特
別
委
員
会
の
最
初
の
会
議
は
次
の
よ

う
に
記
載
さ
れ
た
。「
我
が
国
に
と
っ
て
重
要
か
つ
緊
急
に
な
す
べ
き
こ
と
は
、
ア

ム
ー
ル
川
河
口
周
辺
の
地
域
を
占
領
し
よ
う
と
す
る
外
国
人
た
ち
の
あ
ら
ゆ
る
企
て

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
」
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
南
東
地

域
に
ロ
シ
ア
哨
所
を
建
設
す
る
こ
と
に
む
け
て
と
る
べ
き
方
策
が
提
案
さ
れ
た（

（
（

。
こ

の
際
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
作
戦
は
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
対
中
国
関
係
で
の

紛
糾
に
至
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
、
と
強
調
さ
れ
た
。

Ｇ
・
Ｉ
・
ネ
ヴ
ェ
リ
ス
コ
イ
の
報
告
に
基
づ
き
、
東
シ
ベ
リ
ア
総
督
Ｎ
・
Ｎ
・
ム

ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
Ａ
・
Ｓ
・
メ
ン
シ
コ
フ
提
督
宛
一
八
五
〇
年
一
月
一
日
付
の
報
告
書

の
中
で
、
ア
ム
ー
ル
河
岸
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
か
ら
河
口
ま
で
の
ロ
シ
ア
船
舶
の
自
由
航

行
、
と
り
わ
け
、「
ア
ム
ー
ル
川
に
よ
る
中
露
間
の
自
然
境
界
設
定
の
復
活

（
（
（

」
を
提

案
し
て
い
る
。
同
年
八
月
、
数
年
後
に
は
、
極
東
に
お
け
る
主
要
な
港
と
な
る
ニ
コ

ラ
エ
フ
ス
ク
哨
所
が
ア
ム
ー
ル
河
岸
に
造
ら
れ
た
（【
今
日
の
】
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
・

ナ
・
ア
ム
ー
リ
エ
）。

一
八
五
一
年
ア
ム
ー
ル
探
検
は
広
く
プ
リ
ア
ム
ー
リ
エ
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
調

査
活
動
を
広
範
に
展
開
し
た
。
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
に
は
ネ
ヴ
ェ
リ
ス
コ
イ
の

部
下
た
ち
の
軍
務
報
告
書
の
写
し
が
大
量
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
・
Ｍ
・
チ
ハ

チ
ェ
フ
、
Ｄ
・
Ｉ
・
オ
ル
ロ
フ
、
そ
の
他
の
探
査
の
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
書
で
あ

る
。【
当
時
弱
冠
二
六
、
七
歳
だ
っ
た
。
イ
ヴ
ァ
ン
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
リ
ハ

チ
ョ
フ
（
一
八
二
六
─
一
九
〇
七
）
も
一
八
五
二
─
五
三
年
ネ
ヴ
ェ
リ
ス
コ
イ
の
ア

ム
ー
ル
川
遠
征
に
参
加
し
て
い
る
】

一
八
五
三
年
八
月
、
ネ
ヴ
ェ
リ
ス
コ
イ
は
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
宛
軍
務
報
告
書
の
中

で
、
同
年
八
月
四
日
の
イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
ス
カ
ヤ
・
ガ
ヴ
ァ
ニ
（
今
日
の
ソ
ヴ
ィ
エ

ツ
カ
ヤ
・
ガ
ヴ
ァ
ニ
。
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注
）
の
占
領
を
報
じ
、「
住
民
の
要

請
に
よ
り
、
一
一
人
の
部
下
を
下
士
官
と
と
も
に
残
し
た
」。
こ
こ
に
コ
ン
ス
タ
ン

チ
ン
哨
所
が
建
設
さ
れ
た（

（
（

。

プ
リ
ア
ム
ー
リ
エ
と
極
東
地
方
の
調
査
が
大
き
な
成
果
を
上
げ
、
現
地
住
民
へ
の

ロ
シ
ア
の
影
響
力
が
確
固
た
る
も
の
と
な
り
、
同
地
域
の
政
治
情
勢
が
認
識
さ
れ
る

に
つ
れ
て
、
急
激
に
生
じ
た
問
題
は
、
人
口
希
薄
地
、
特
に
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
南
東

岸
へ
の
ロ
シ
ア
人
流
刑
囚
に
よ
る
殖
民
で
あ
り
、
同
地
に
要
塞
化
し
た
哨
所
を
建
設

す
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
必
要
性
に
付
き
、
何
度
も
極
め
て
執
拗
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

に
報
告
し
た
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
だ
っ
た
が
、
一
方
、
東
方
戦
争
（
ク
リ
ミ
ア
戦
争
）（
一

八
五
三
─
五
六
）
が
始
ま
る
と
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
一
挙
に
顕
在
化
し
た
。

度
重
な
る
武
力
衝
突
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
の
極
東
問
題
に
対
す
る
関
心
は
よ
り
い
っ

そ
う
先
鋭
化
す
る
。
そ
の
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
に
別
置
さ
れ
る
文
書

の
量
が
大
量
に
な
っ
た
こ
と
で
判
る
。
そ
の
中
で
少
な
か
ら
ぬ
部
分
を
占
め
て
い
る

の
は
、
中
露
関
係
、
特
に
、
国
境
・
領
土
問
題
の
調
整
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
。

ネ
ヴ
ェ
リ
ス
コ
イ
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
ア
ム
ー
ル
川
河
口
の
極
め
て
多
く
の
本
質

的
な
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
も
な
く
、
極
東
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
重
要
な
港
、

ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
リ
エ
に
は
い
く
つ
も
の
欠
陥
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
欠
陥
は
、
何
よ
り
も
、
水
深
が
浅
い
、
水
路
が
複
雑
、
浅
瀬
が
多
い
、
霧

が
し
ば
し
ば
発
生
す
る
、
凍
結
期
間
が
長
い
、
な
ど
な
ど
と
い
う
形
で
明
白
化
し
た
。

既
に
一
八
四
〇
年
代
の
終
わ
り
、
広
く
一
般
的
な
特
質
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と

に
（
大
部
分
、
現
地
の
住
人
の
言
葉
か
ら
で
あ
っ
た
が
）、
イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
湾
か

ら
南
の
方
角
に
、
深
く
、
広
く
、
凍
結
は
ほ
ん
の
短
い
期
間
で
あ
る
大
小
の
湾
が
か

な
り
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
後
の
沿
海
州
軍
務
知
事
、
シ
ベ
リ
ア
小
艦
隊
司

令
官
Ｐ
・
Ｖ
・
カ
ザ
ケ
ウ
ィ
チ
宛
書
翰
の
中
で
、
ネ
ヴ
ェ
リ
ス
コ
イ
は
、
沿
海
州
地

方
の
南
方
の
湾
を
複
数
領
有
す
る
必
要
性
を
説
い
た
が
、
こ
の
こ
と
を
後
押
し
し
た

の
が
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
に
関
す
る
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
は
都
合
の
良
い
解
釈
で
あ

り
、
そ
れ
に
従
え
ば
こ
れ
ら
の
地
域
は
国
境
不
明
地
域
に
属
し
て
い
た（

（
（

。
や
が
て
一
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八
五
四
年
、
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
パ
ル
ラ
ダ
号
に
乗
艦
し
た
Ｅ
・
Ｖ
・
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
遠

征
隊
に
よ
り
、
ポ
シ
ェ
ッ
ト
湾
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
湾
が
発
見
さ
れ
、
測
量
さ
れ
地

図
に
記
載
さ
れ
た
。

ロ
シ
ア
の
極
東
政
策
に
従
い
、
ま
す
ま
す
先
鋭
に
、
ロ
シ
ア
に
と
り
十
分
好
都
合

な
太
平
洋
へ
の
出
口
を
確
保
す
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
た
。
海
軍
省
長
官
・
元
帥
コ

ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
ッ
チ
大
公
は
、
一
八
五
五
年
一
二
月
一
五
日
、
ム

ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る
。「
中
国
側
と
の
折
衝
に
際

し
て
は
、
常
に
、
我
々
は
ア
ム
ー
ル
河
岸
に
は
関
与
し
な
い
、
我
々
に
と
り
極
め
て

重
要
な
の
は
、
こ
の
川
の
河
口
か
ら
南
の
沿
海
州
地
域
を
完
全
に
占
有
す
る
こ
と
で

あ
る
、
そ
の
理
由
は
、
そ
こ
に
は
、
優
良
な
港
が
あ
り
、
東
太
平
洋
に
強
力
な
艦
隊

を
持
つ
た
め
に
は
、
そ
の
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
、
態
度

を
常
に
と
ら
な
く
て
は
な
い
こ
と
で
あ
る（

（
（

」。

カ
ザ
ケ
ヴ
ィ
チ
宛
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
ッ
チ
大
公
宛
の
書
簡
の

中
で
、
当
時
太
平
洋
艦
隊
司
令
長
官
で
あ
っ
た
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
海
軍
中
将
は
、
一

八
五
七
年
、
同
年
七
月
一
三
日
、
蒸
気
艇
ア
メ
リ
カ
号
が
日
本
海
西
岸
に
到
着
し
た

こ
と
、
そ
こ
で
発
見
さ
れ
た
の
は
、「
す
ば
ら
し
い
、
便
利
な
、
深
い
湾
で
、
聖
ウ

ラ
ジ
ー
ミ
ル
湾
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
と
」
を
伝
え
た
。
さ
ら
に
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、

湾
の
長
所
を
詳
細
に
書
き
記
し
、
こ
こ
で
出
会
っ
た
二
人
の
中
国
人
と
三
人
の
マ
ン

グ
ン
人
（
ウ
リ
チ
人
の
こ
と
、
ア
ム
ー
ル
下
流
に
住
む
民
族
。
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス

キ
ー
注
）
の
言
葉
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。「
彼
ら
は
自
分
た
ち
は
、
誰
に

も
、
一
切
人
頭
税
は
払
っ
て
い
な
い
…
、
自
分
た
ち
の
上
に
権
力
が
あ
る
な
ん
て
こ

と
は
全
然
知
ら
な
い
…
と
言
う
。
こ
れ
か
ら
当
然
の
こ
と
と
し
て
結
論
で
き
る
こ
と

は
、
聖
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
港
は
、
デ
・
カ
ス
ト
リ
湾
や
イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
湾
と
同
様
に
、

領
有
者
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
通
常
と
ら
れ
て
き
た

慣
例
に
従
い
、
そ
の
奥
の
岬
の
ひ
と
つ
に
ラ
テ
ン
文
字
の
碑
文
の
十
字
架
を
立
て
、

そ
こ
に
港
の
名
と
そ
の
地
理
的
位
置
を
記
し
、
第
一
発
見
者
た
る
権
利
を
以
っ
て
、

ロ
シ
ア
の
領
有
下
に
入
る
旨
宣
言
す
る
よ
う
命
じ
た（

（
（

」。

一
八
五
七
年
七
月
一
四
日
、
岸
沿
い
に
一
八
マ
イ
ル
通
過
し
、
ア
メ
リ
カ
号
の
乗

組
員
は
、
も
う
ひ
と
つ
素
晴
ら
し
い
港
湾
を
見
つ
け
、
聖
オ
リ
ガ
湾
と
名
づ
け
た
。

Ｅ
・
Ｖ
・
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
こ
れ
ら
の
港
湾
が
太
平
洋
に
お
け
る
ロ
シ
ア
艦
隊
に

と
り
い
か
に
必
要
で
あ
る
か
言
明
し
、
そ
れ
ら
を
即
刻
占
有
す
る
必
要
性
が
あ
る
と

の
考
え
を
表
明
し
た
。「
中
国
政
府
と
の
折
衝
に
お
い
て
私
は
…
複
数
の
当
該
港
湾

に
接
す
る
ウ
ス
リ
ー
沿
岸
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
、
シ
ホ
テ
山
脈
に
平
行
す
る
海

岸
は
、
す
べ
て
が
わ
が
国
に
属
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
我
々
は
、
ア
ム
ー
ル
川
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
当
該
港
湾
と
そ
の
沿
岸
全
域
を
結
ぶ

陸
上
交
通
路
を
も
確
保
す
る
こ
と
に
な
ろ
う（

（
（

」。

そ
の
後
、
英
・
仏
・
米
は
執
拗
に
極
東
に
お
け
る
ロ
シ
ア
情
勢
に
興
味
を
示
し
つ

づ
け
、
こ
の
こ
と
は
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
史
料
が
少
な
か

ら
ず
証
明
し
て
い
る
。

海
軍
文
書
館
の
フ
ォ
ン
ド
に
は
、「
入
植
地
選
定
の
た
め
」
ウ
ス
リ
ー
川
や
「
沿

海
州
岸
」
へ
の
遠
征
の
準
備
と
出
発
に
関
連
す
る
文
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

中
露
両
国
領
土
の
国
境
確
定
計
画
立
案
を
目
的
と
す
る
「
ウ
ス
リ
ー
沿
岸
地
域
」
調

査
の
た
め
の
文
書
も
あ
る（

（
（

。

輸
送
船
バ
イ
カ
ル
号
、
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
号
、
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
パ
ル
ラ
ダ
号
、
蒸
気

艇
ア
メ
リ
カ
号
、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
ス
ト
レ
ロ
ー
ク
号
、
他
の
艦
船
に
乗
り
込
ん
だ
ロ

シ
ア
人
測
量
家
や
ロ
シ
ア
海
軍
の
水
路
測
量
家
た
ち
の
努
力
に
よ
り
、
ピ
ョ
ー
ト
ル

大
帝
湾
、
シ
ル
カ
川
、『
ウ
ス
リ
ー
川
水
路
地
図
』、
そ
の
他
現
在
海
軍
文
書
館
に
保

存
さ
れ
て
い
る
た
く
さ
ん
の
地
図
が
作
ら
れ
た（

（
（

。

ア
ム
ー
ル
川
と
そ
の
支
流
流
域
の
ロ
シ
ア
人
入
植
地
に
関
す
る
報
告
書
は
『
蒸
気

船
シ
ル
カ
号
航
海
（
一
八
五
八
年
六
─
八
月
）
概
史
』
に
所
載
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

こ
れ
ら
す
べ
て
は
、
ア
ム
ー
ル
川
を
中
露
国
境
に
定
め
た
愛
琿
条
約
（
一
八
五

八
）、
北
京
条
約
（
一
八
六
〇
）
調
印
以
前
に
す
で
に
少
な
か
ら
ず
こ
れ
は
既
制
事
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実
化
さ
れ
て
お
り
、
一
八
五
八
─
一
八
五
九
年
の
プ
リ
ア
ム
ー
リ
エ
、
沿
海
州
の
領

有
は
継
続
中
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

一
八
五
九
年
沿
海
州
知
事
（
兼
シ
ベ
リ
ア
小
艦
隊
司
令
長
官
）
Ｐ
・
Ｖ
・
カ
ザ
ケ

ヴ
ィ
チ
海
軍
少
将
は
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
バ
ヤ
リ
ン
号
、
ノ
ヴ
ィ
ク
号
の
軍
事
力
を
用

い
、
日
本
海
西
岸
地
域
の
水
路
測
量
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
遠
く
ウ
ス
リ
ー
川
周

辺
地
区
で
働
く
測
量
家
た
ち
に
よ
る
探
検
へ
の
協
力
を
す
る
よ
う
命
令
を
与
え
た（

（1
（

。

輸
送
船
バ
イ
カ
ル
号
の
航
海
時
に
実
施
さ
れ
た
調
査
探
検
は
首
尾
よ
く
終
わ
り
、

聖
オ
リ
ガ
湾
、
聖
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
湾
岸
の
測
量
が
実
施
さ
れ
た
。
オ
リ
ガ
湾
で
の
船

の
越
冬
時
に
、
施
設
や
建
築
物
が
い
く
つ
も
建
て
ら
れ
、
こ
の
地
方
の
領
有
の
基
礎

が
築
か
れ
た（

（1
（

。

そ
れ
と
同
時
に
、
大
々
的
な
水
路
測
量
事
業
が
、
ア
ム
ー
ル
下
流
地
域
や
ア
ム
ー

ル
・
リ
マ
ン
と
い
っ
た
、
外
国
船
の
航
行
禁
止
地
区
で
続
け
ら
れ
た
。
外
国
船
の
航

行
禁
止
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
狩
猟
者
や
商
人
の
不
満
を
呼
び
起
こ
し
た

が
、
一
方
、
こ
の
地
方
で
の
諸
外
国
の
食
指
を
制
限
す
る
ロ
シ
ア
の
極
東
行
政
機
関

の
決
意
は
そ
の
こ
と
に
よ
り
い
さ
さ
か
も
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
か
っ
た（

（1
（

。

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
は
当
時
、
沿
海
州
と
ウ
ス
リ
ー
地
方
の
領
有
に
大
き
な
意
味
を

与
え
て
い
た
。
日
本
海
沿
岸
で
の
ロ
シ
ア
漁
民
の
分
散
居
住
の
可
能
性
の
問
題
も
検

討
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
八
六
〇
年
一
月
一
六
日
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
、
中
露
北
京

条
約
締
結
を
待
つ
こ
と
な
く
、
直
接
、
沿
海
州
地
方
へ
の
殖
民
開
始
の
命
令
を
与
え

た
（
当
時
ま
で
殖
民
さ
れ
て
い
た
の
は
ウ
ス
リ
ー
川
河
谷
の
み（

（1
（

）。

ロ
シ
ア
に
と
っ
て
の
沿
海
州
獲
得
の
重
要
性
を
強
調
し
た
の
は
、
Ｉ
・
Ｆ
・
リ
ハ

チ
ョ
フ
少
将
で
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
大
公
宛
覚
書
の
中
で
、
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
ア
ム
ー
ル
川
か
ら
南
方
、
ト
ゥ
マ
ン
川
（
今
日
の
豆
満

江
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
の
境
界
と
な
っ
て
い
る
。
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス

キ
ー
注
）
ま
で
の
沿
海
州
の
領
有
は
将
来
の
ロ
シ
ア
海
軍
の
意
義
に
と
り
重
要
で
あ

る
。
現
在
ま
で
、
こ
の
意
義
を
高
め
よ
う
と
す
る
我
々
の
努
力
は
皆
、
さ
ま
ざ
ま
の

自
然
障
害
、
た
と
え
ば
、
天
然
良
港
の
不
足
、
気
候
の
厳
し
さ
、
太
平
洋
が
わ
が
国

の
海
洋
か
ら
遠
い
こ
と
等
と
戦
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
障
害
は
当
地
に

は
な
い
。
自
然
は
こ
の
新
辺
境
に
非
常
に
す
ば
ら
し
い
港
湾
を
い
く
つ
も
造
っ
て
く

れ
た
。
こ
の
地
方
の
気
候
は
、
地
中
海
に
は
及
ば
な
い
ま
で
も
、
航
海
に
深
刻
な
障

害
と
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
最
後
に
、
大
洋
へ
近
く
、
極
東
の
最
も
人
口
の
多
い
地

へ
も
近
い
、
こ
の
好
適
さ
こ
そ
、
ま
さ
に
将
来
の
成
功
に
肯
定
的
担
保
と
な
る（

（1
（

」

一
八
五
九
年
夏
、
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
蒸
気
艇
ア
メ
リ
カ
号
に
乗
艦
し
、
沿
海
州
南

岸
を
詳
し
く
調
査
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
こ
の
汽
船
の
一
八
五
九
年
の
航
海
日

誌
に
記
述
が
あ
る
。「
一
八
五
九
年
六
月
一
八
日
、
六
時
抜
錨
、
…
海
岸
と
…
湾
の

調
査
へ
出
発
。
湾
を
発
見
。
幅
三
マ
イ
ル
、
奥
行
一
～
一
・
五
マ
イ
ル
、
水
深
は
多

く
の
と
こ
ろ
で
四
～
五
サ
ー
ジ
ェ
ン
（
一
サ
ー
ジ
ェ
ン
（
海
事
）
＝
一
・
八
二
メ
ー

ト
ル
、
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注
）、
海
底
は
砂
を
含
ん
だ
軟
泥
、
左
右
両
岸
に
村

落
。
閣
下
（
Ｎ
・
Ｎ
・
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
・
ア
ム
ー
ル
ス
キ
ー
伯
。
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス

キ
ー
注
）
の
ご
命
令
に
よ
り
、
こ
の
港
湾
は
「
ナ
ホ
ト
カ
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
…

湾
を
出
、
進
路
Ｚ
（
日
誌
に
は
こ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス

キ
ー
注
）
…
一
八
五
九
年
六
月
一
九
日
七
時
半
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ノ
ヴ
ィ
ク
号
抜
錨

…
、
ま
も
な
く
わ
が
艦
も
抜
錨
、
進
路
Ｓ

（
（1
（

」

こ
の
よ
う
に
、
総
督
自
ら
が
、
後
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
が
建
設
さ
れ
る
場
所
で
あ

る
金
角
湾
を
視
察
し
た
と
い
う
記
述
は
航
海
日
誌
に
は
な
い
。
む
し
ろ
お
そ
ら
く
、

ノ
ヴ
ィ
ク
号
に
乗
り
組
ん
だ
測
量
家
た
ち
が
湾
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
ム
ラ
ヴ
ィ

ヨ
フ
に
報
告
し
、
総
督
自
身
は
、
湾
の
命
名
と
後
に
ロ
シ
ア
極
東
に
お
け
る
主
要
な

港
湾
都
市
と
な
る
哨
所
を
そ
こ
に
建
て
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

同
年
七
月
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
沿
海
州
へ
の
自
己
の
訪
問
を
次
の
よ
う
に
書
翰
に
記

す
。「
沿
岸
に
住
ん
で
い
る
の
は
単
身
の
中
国
人
漁
夫
た
ち
で
、
公
権
力
は
な
い
、

最
も
近
い
官
吏
は
「
ホ
ン
・
シ
ュ
ン
」
市
（
史
料
に
は
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。   

チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注
）
に
い
る
、
距
離
は
ポ
シ
ェ
ッ
ト
湾
西
方
四
十
五
露
里
。

©2014 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



（　 ） ロシアによる沿海州獲得とウラジオストク港の建設（ロシア海軍文書館文書より）（チェルニャフスキー）229

ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
湾
の
南
端
の
一
部
で
あ
る
ポ
シ
ェ
ッ
ト
湾
に
は
、
世
界
中
で
最
も

優
れ
た
港
の
ひ
と
つ
が
あ
り
、
私
が
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
港
と
名
づ
け
た
。
最
も
重
要
な
長

点
の
ひ
と
つ
は
、
入
り
口
が
狭
い
こ
と
で
、
防
衛
は
極
め
て
容
易
、
か
つ
、
費
用
も

か
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
ブ
ド
ゴ
ス
キ
ー（
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
フ
ァ
ジ
ェ
ヴ
ィ
チ
・

ブ
ド
ゴ
ス
キ
ー
陸
軍
大
佐
、
陸
地
測
量
家
、
軍
事
統
計
の
専
門
家
。
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ

ス
キ
ー
注
）
の
遠
征
隊
に
会
っ
た
が
、
同
氏
が
チ
ュ
メ
ニ
・
ウ
ラ
ま
で
の
国
境
を
引

い
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
国
境
が
北
京
で
確
定
さ
れ
る
の
が
待
た
れ
る
。
ブ
ド
ゴ
ス

キ
ー
作
成
の
地
図
と
測
量
図
を
北
京
に
送
る

（
（1
（

」

既
に
見
た
よ
う
に
、
当
時
総
督
は
、
艦
船
の
基
地
と
し
て
の
た
め
多
く
の
利
点
を

持
つ
沿
海
州
の
複
数
の
港
湾
に
並
々
な
ら
ぬ
興
味
を
示
し
て
い
た
が
、
ど
れ
か
一
つ

だ
け
特
に
優
先
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
間
ロ
シ
ア
側
は
引
き
続
き
、
沿
海
州
の
調
査
、
領
有
、
入
植
を
進
め
て
い
っ

た
。
そ
し
て
、
既
に
一
八
五
九
年
に
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
湾
と
朝
鮮
国
境
の
間
の
地
域
に

沿
岸
入
植
地
を
建
設
す
る
問
題
が
検
討
さ
れ
た（

（1
（

。

ロ
シ
ア
政
府
内
に
、
プ
リ
ア
ム
ー
リ
エ
問
題
解
決
に
際
し
て
動
揺
お
よ
び
意
見
の

不
一
致
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
沿
海
州
問
題
は
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

既
に
得
ら
れ
た
経
験
を
基
礎
に
、
以
前
に
も
ま
し
て
よ
り
果
断
に
明
確
な
意
図
を

持
っ
て
解
決
さ
れ
て
い
っ
た
。

一
八
五
九
年
一
一
月
一
五
日
付
け
東
シ
ベ
リ
ア
総
督
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
沿
海
州
軍

務
知
事
・
シ
ベ
リ
ア
小
艦
隊
・
東
太
平
洋
司
令
長
官
Ｐ
・
Ｖ
・
カ
ザ
ケ
ウ
ィ
チ
宛
指

令
書
で
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
英
仏
両
国
に
よ
り
今
回
の
対
中
国
戦
争
に
な
さ
れ
て
い
る
用
意
周
到
な
準
備

は
、
我
々
に
も
、
河
口
解
氷
部
を
通
過
し
、
閣
下
指
揮
下
の
小
艦
隊
の
全
艦
船
を
直

に
海
上
に
展
開
す
る
準
備
を
余
儀
な
く
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
関
し
ご
報
告
申

し
上
げ
る
こ
と
を
急
ぎ
ま
す
と
と
も
に
、
閣
下
、
閣
下
に
あ
ら
せ
ら
れ
ま
し
て
も
、

時
宣
を
得
た
指
揮
の
た
め
は
、
私
と
致
し
ま
し
て
も
、
閣
下
に
我
が
艦
隊
は
閣
下
の

直
接
の
指
揮
の
下
、
海
上
に
展
開
す
べ
き
で
あ
り
、
以
下
の
主
た
る
計
画
案
を
実
行

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
る
こ
と
を
光
栄
に
存
じ
ま
す
。（
一
）

ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
湾
の
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
港
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
港
に
お
い
て
、
小
規
模

部
隊
の
た
め
二
拠
点
を
確
保
し
、
防
御
を
固
め
る
（
二
）
サ
ハ
リ
ン
島
の
ア
ニ
ワ
湾

に
二
個
中
隊
の
た
め
の
拠
点
を
確
保
し
、
防
御
を
固
め
る
（
三
）
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝

湾
付
近
を
巡
航
し
、
朝
鮮
国
境
か
ら
の
全
沿
岸
を
南
方
か
ら
、
つ
ま
り
、
チ
ュ
メ

ニ
・
ウ
ラ
河
口
か
ら
（
文
書
に
は
そ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス

キ
ー
注
）、
北
は
オ
リ
ガ
湾
ま
で
、
可
能
な
限
り
精
確
か
つ
詳
細
に
測
量
す
る
。

こ
の
す
べ
て
の
計
画
の
実
行
の
た
め
に
は
、
閣
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
コ
ル

ベ
ッ
ト
艦
三
隻
、
ス
ク
リ
ュ
ー
式
輸
送
船
二
隻
、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
二
隻
、
コ
ル
ベ
ッ

ト
型
蒸
気
艇
ア
メ
リ
カ
号
、
第
四
戦
闘
大
隊
の
う
ち
二
個
中
隊
、
当
該
大
隊
狙
撃
中

隊
の
狙
撃
兵
を
適
宜
、
馬
匹
相
当
数
を
付
け
た
山
砲
師
団
、
上
記
す
べ
て
が
必
要
か

と
存
じ
ま
す
。
こ
れ
ら
陸
戦
隊
す
べ
て
の
越
冬
の
た
め
に
は
、
相
当
数
の
既
築
の
建

物
が
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
哨
所
造
り
の
た
め
に
任
地
に
到
着
後
直
ち
に
建
造
可
能

と
存
じ
ま
す（

（1
（

」

指
令
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
」
の
名
前
は
、
す
で
に
一
八

五
九
年
、
す
な
わ
ち
哨
所
が
正
式
に
建
設
さ
れ
た
年
よ
り
前
に
、
い
く
つ
も
の
文
書

に
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
蒸
気
艇
ア
メ
リ
カ
号
で
の
沿
海
州
南
部
地
域
の
巡
視
の

際
に
す
で
に
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
（
明
ら
か
に
、
も
っ
ぱ
ら
、
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
の
優

良
な
湾
を
連
想
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
）、
将
来
に
お
い
て
ロ
シ
ア
の
極
東
を
支

配
す
る
は
ず
の
そ
の
町
を
名
付
け
た
で
あ
ろ
う
。【
著
者
は
こ
の
一
文
で
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
（В

ладивосток

）
の
名
の
由
来
（В

лади-В
осток

）
を
も
暗
示
（владеть 

русским Д
альним В

остоком

）
し
て
い
る
。】

一
八
六
〇
年
一
月
一
六
日
、
政
府
ア
ム
ー
ル
委
員
会
は
ウ
ス
リ
ー
地
区
の
殖
民
、

国
境
強
化
策
、
ウ
ス
リ
ー
川
河
口
か
ら
南
方
の
電
信
線
の
敷
設
問
題
を
検
討
し
た（

（2
（

。

一
方
、
同
年
四
月
一
八
日
は
、
沿
海
州
知
事
は
第
三
戦
闘
大
隊
の
司
令
官
に
ウ
ス
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リ
ー
川
に
沿
う
ロ
シ
ア
国
家
の
国
境
線
確
保
の
命
令
を
与
え
た（

（2
（

。

一
八
六
〇
年
夏
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
建
設
の
主
た
る
証
言
と
な
っ
た
も
の
と
し
て

は
、
輸
送
船
マ
ン
ジ
ュ
ー
ル
（
文
書
に
は
そ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
チ
ェ
ル

ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注
）【「
満
州
」
の
意
だ
が
、
現
代
と
は
綴
り
が
違
う
】
号
の
航
海
日

誌
に
あ
る
当
直
将
校
の
記
述
で
あ
る
。

「
六
月
二
〇
日
…
一
時
（
一
三
時
〇
〇
分
。
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注
）
風
は
穏

や
か
、
薄
曇
…
、
東
方
ボ
ス
フ
ォ
ラ
ス
海
峡
到
着
、
本
艦
ら
は
ヴ
ラ
ジ
・
ヴ
ォ
ス
ト
ー

ク
（
日
誌
に
は
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注
）【「
東
方

を
支
配
せ
よ
」
の
意
】
へ
入
港
す
る
た
め
の
進
路
を
と
り
始
め
る
。

三
時
（
一
五
時
〇
〇
分
。
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注
）
ヴ
ラ
ジ
・
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク

港
に
入
港
し
投
錨
、
水
深
八
サ
ー
ジ
ェ
ン
…
。

同
時
刻
、
岸
に
、
運
び
込
ま
れ
た
も
の
は
、
武
器
弾
薬
一
箱
、
肉
樽
四
箱
、
大
麻

二
五
プ
ー
ド
（
一
プ
ー
ド
＝
一
六
㎏
。
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注
）、
ラ
イ
麦
粉
二

九
プ
ー
ド
、
引
割
四
プ
ー
ド
、
銃
一
箱
、
弾
薬
筒
二
一
六
〇
個
、
鋳
鉄
製
ボ
イ
ラ
ー

三
基
、
ロ
ー
プ
五
プ
ー
ド
二
〇
フ
ン
ト
（
一
フ
ン
ト
＝
四
〇
〇
グ
ラ
ム
。
チ
ェ
ル

ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注
）、
板
鉄
五
〇
枚
、
曳
網
一
枚
、
馬
一
匹 

、
牡
牛
二
匹
…
が
陸
揚

げ
さ
れ
、
続
い
て
尉
官
一
名
（
准
尉
Ｎ
・
Ｂ
・
コ
ル
マ
フ
。
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー

注
）、
下
士
官
二
名
、
哨
所
確
保
の
た
め
の
第
四
戦
闘
大
隊
兵
卒
二
八
名
が
上
陸
し

た
（
（2
（

」。こ
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
の
後
の
主
要
基
地
の
設
営
は
ご
く
簡
単
で
、

平
凡
な
も
の
で
あ
っ
た
。

同
年
七
月
二
七
日
、
カ
ザ
ケ
ヴ
ィ
チ
少
将
は
、【
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ

ヴ
ィ
ッ
チ
】
大
公
に
次
の
よ
う
に
報
告
す
る
。「
殿
下
の
ご
意
志
に
よ
り
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
港
と
ポ
シ
ェ
ッ
ト
湾
の
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
港
の
確
保
は
実
行
致
し
ま
し
た
」。
そ

の
長
文
の
軍
務
報
告
書
の
中
で
、
カ
ザ
ケ
ヴ
ィ
チ
は
こ
の
事
件
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況

を
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
カ
ザ
ケ
ヴ
ィ
チ
が
知
ら
せ
て
い
る
こ
と
は
、
ポ
シ
ェ
ッ

ト
湾
に
ロ
シ
ア
の
哨
所
（
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
港
）
が
造
ら
れ
た
こ
と
、
湾
の
周
辺
に
、
初

め
て
、
中
国
哨
兵
が
複
数
目
撃
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。「
ロ
シ
ア
の
ポ
シ
ェ
ッ
ト

湾
確
保
が
中
国
政
府
に
周
知
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
、
確
保
時
、
な
ん
ら
の
妨
害
行
為
は
な
か
っ
た
」
と
沿
海
州
知
事
は
記

す
。コ

ル
ベ
ッ
ト
艦
グ
リ
ジ
ェ
ニ
号
に
、
ポ
シ
ェ
ッ
ト
湾
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
湾
、
な

か
で
も
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
ロ
シ
ア
哨
所
の
防
衛
・
維
持
の
任
務
が
与
え
ら
れ
た
。

「
そ
の
際
、
艦
長
（
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
グ
リ
ジ
ェ
ニ
号
の
艦
長
。
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー

注
）
に
対
し
て
、
中
国
側
か
ら
、
何
ら
か
の
敵
対
行
為
、
及
び
、
大
胆
不
遜
な
行
為

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
最
も
断
固
と
し
た
厳
し
い
処
置
を
と
る
よ
う
私
か
ら
指
示
を

与
え
た
。
私
の
考
え
で
は
、
そ
れ
は
、
敬
意
を
強
い
、
有
無
を
言
わ
さ
ず
条
約
条
文

を
実
行
さ
せ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
カ
ザ
ケ
ヴ
ィ
チ
は
書
く
。

一
八
六
〇
年
七
月
一
三
日
、
蒸
気
艇
ア
メ
リ
カ
号
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
到
着
し

た
。「
部
隊
は
三
〇
人
構
成
、
当
地
に
は
輸
送
船
マ
ン
ジ
ュ
ー
ル
号
で
到
着
。
既
に

建
築
に
着
手
す
る
こ
と
に
成
功
。
た
だ
し
、
何
よ
り
も
、
木
材
の
準
備
に
左
右
さ
れ

る
。
私
の
見
る
限
り
で
は
、
今
回
の
航
海
で
こ
れ
ま
で
私
が
視
察
し
た
港
の
中
で
、

疑
い
な
く
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
港
が
最
上
で
あ
る
。」
と
カ
ザ
ケ
ヴ
ィ
チ
は
書
く
。

軍
務
報
告
書
を
終
わ
る
に
あ
た
り
「
ウ
ス
リ
ー
河
岸
、
川
と
海
の
間
の
地
沿
い
を

し
っ
か
り
と
領
有
す
る
」
方
策
、
同
様
に
、「
海
岸
部
に
接
す
る
地
域
お
よ
び
ウ
ス

リ
ー
川
と
海
の
間
の
地
域
へ
の
入
植
の
強
化
」
お
よ
び
軍
事
哨
所
の
防
備
強
化
に
向

け
て
対
策
を
と
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る（

（2
（

。

他
に
比
べ
て
南
方
の
諸
港
湾
が
持
つ
長
所
、
及
び
、
大
き
な
港
を
建
設
す
る
た
め

に
は
そ
れ
ら
の
う
ち
ど
れ
を
と
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
大
公

宛
一
八
六
〇
年
一
〇
月
四
日
付
の
報
告
書
に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
場
所
と
な
り
う
る
の
は
、
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
考
え
で
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で

あ
っ
た
。（
カ
ザ
ケ
ヴ
ィ
チ
は
、
一
連
の
理
由
に
よ
り
、
オ
リ
ガ
湾
、
ポ
シ
ェ
ッ
ト
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湾
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注
）
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
港
湾

都
市
に
太
平
洋
に
お
け
る
ロ
シ
ア
海
軍
の
砦
と
な
る
べ
く
機
会
を
与
え
た
の
は
ム
ラ

ヴ
ィ
ヨ
フ
・
ア
ム
ー
ル
ス
キ
ー
伯
爵
で
あ
っ
た
。
彼
こ
そ
が
ま
さ
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
の
「
父
＝
創
始
者
」
に
ふ
さ
わ
し
い
。

同
じ
軍
務
報
告
書
か
ら
我
々
は
、「
多
大
な
苦
労
と
多
額
の
費
用
を
か
け
て
、
ウ

ス
リ
ー
川
、
ハ
ン
カ
湖
、
ウ
ス
リ
ー
川
水
系
と
海
の
間
の
全
地
域
、
お
よ
び
海
岸
沿

い
を
対
象
に
一
八
五
九
年
に
な
さ
れ
た
ウ
ス
リ
ー
探
検
調
査
…

（
（2
（

」
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
「
こ
の
探
検
の
学
術
調
査
成
果
の
ひ
と
つ
は
、
私
に
指
揮
を
任
さ

れ
た
軍
隊
の
設
営
補
給
隊
長
の
指
揮
下
に
な
さ
れ
た
プ
リ
ア
ム
ー
リ
エ
全
域
の
地
図

の
作
成
で
あ
る（

（2
（

」
こ
と
が
判
る
。

同
時
期
、
ロ
シ
ア
の
ス
ク
リ
ュ
ー
・
ス
ク
ー
ナ
ー
艦
ボ
ス
ト
ク
号
は
ナ
ホ
ト
カ
湾

の
詳
細
な
調
査
を
行
っ
た（

（2
（

。
一
八
六
〇
年
九
月
に
終
了
し
た
こ
の
大
規
模
な
水
路
学

調
査
は
、
海
軍
航
海
士
隊
バ
ブ
キ
ン
連
隊
長
の
指
揮
下
行
わ
れ
た
が
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ

ル
湾
か
ら
南
西
の
沿
岸
の
測
量
と
地
図
作
成
を
目
的
と
し
た
も
の
だ
っ
た（

（2
（

。

こ
の
よ
う
に
外
交
交
渉
が
、
ロ
シ
ア
に
と
り
必
要
不
可
欠
な
領
土
の
調
査
と
獲
得

と
い
う
、
ロ
シ
ア
人
の
実
際
的
で
実
り
の
多
い
行
動
と
う
ま
く
結
び
つ
い
た
。

一
八
六
〇
年
一
一
月
、
北
京
で
愛
琿
条
約
（
一
八
五
八
年
五
月
）、
天
津
条
約
（
一

八
五
八
月
六
月
）
を
強
化
し
た
露
清
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
露
清
間
の
国
境
は
ア

ム
ー
ル
川
、
ウ
ス
リ
ー
川
、
ハ
ン
カ
湖
、
海
に
注
ぐ
ト
ゥ
マ
ン
・
ツ
ザ
ャ
ン
（
豆
満

江
）
ま
で
の
山
稜
を
結
ぶ
線
で
確
定
し
た
。
沿
海
州
は
ロ
シ
ア
の
領
有
に
帰
し
た
。

か
く
し
て
、
長
年
に
わ
た
る
ロ
シ
ア
民
族
の
太
平
洋
へ
の
新
し
い
出
口
を
求
め
て
の

闘
い
は
、
当
然
そ
う
あ
る
べ
き
論
理
的
な
完
了
を
見
た
。

�

（
翻
訳
：
有
泉
和
子
）
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